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研究成果の概要（和文）：一連の研究活動を通して「感覚（の）人類学」における議論との関連性がより明確に
なったと同時に、感覚に注目した民族誌的記述の意義について理解を深めることができた。従来の主要な議論
は、研究者が感覚の文化的構築に重きをおくか、特定の感覚／感覚スキルがアクターをとりまく環境との相互行
為のなかで浮上するダイナミックな過程に焦点をあてるかという点をめぐって展開してきた。これに対し本研究
は、感覚的経験の柔軟性・可変性と、そうした経験に形を与える文化的カテゴリーの働きの双方に目を配った記
述の重要性を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Through a series of research activities, the relevance of the debate in the
 "anthropology of the senses" has become clearer. At the same time, we have gained a better 
understanding of the significance of ethnographic descriptions that focus on the senses. The main 
traditional debate has been whether the researcher is focused on the cultural construction of the 
senses, or whether it focused on the dynamic sensual processes that emerge in the actors' 
interaction with their surrounding environment. This study has demonstrated the importance 
ethnography which pays attention to both the flexibility and variability of sensory experience and 
the cultural factors that give shape to such experiences. 

研究分野：文化人類学、南アジア研究

キーワード： ケア　感覚　民族誌の実践　了解可能性　間身体性

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
民族誌はある文化についての客観的な記述であるというよりは、特定の文脈に置かれた調査者と調査対象者との
あいだの感覚をも含む相互感化の過程でつくられるテキストでもある。他者の感覚的な経験に着目する意義は、
視覚・言語中心主義的な西洋近代の認知のあり方を相対化する点にのみあるのではなく、特定の歴史的・社会的
状況を生きる人々の生の断面で生じる広義の情動体験を捉え、可能な限り了解可能性を担保した記述を行う点に
ある。その過程で、調査者自身の感覚のあり方は必要に応じて見直され、翻訳の作業がつづく。本研究では伝達
可能な理解を産出するのに寄与しうるような感覚に着目した民族誌的記述の手法と意義を明らかにした。 

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
「情動が認知を規定する」という脳科学の発見に伴い、情動に関わるコミュニケーションを
その本質的な要素の一つとする〈ケア〉への理解が改めて見直されている。このケアをめぐ
る新たな見方は、ケアという現象を、「する側」から「される側」への一方的行為や、独立
した主体同士の相互行為としてだけでなく、自他非分離の次元における〈情動＝触発〉のプ
ロセスとして捉えることを提唱する［松嶋 2013］。つまりここでは、〈病〉や苦悩を抱えた
者に意図せずして「巻き込まれ」、自ら傷を帯びてしまう〈被傷性〉や、身体が思わず動き
出してしまう〈応答性〉といった、間身体性の経験から、ケアの営みを照射するという方向
性が打ち出されているのである。ケア論とは、上述のような他者への志向性が原初的に組み
込まれた身体的存在として、人間存在を捉え直していく学的営為ともいえる。 
一方、文化人類学は、〈病〉や苦悩を抱えた者に対する、人々の関わりや情動のありよう
を、その多様性において解明してきた。生死をめぐる人々の行為や態度が、たとえ一見、「非
倫理的」または「非人道的」にみえたとしても、それを社会構造に組み込まれた情動の発露
として解釈したり［Rosaldo 1980］、政治経済的文脈に状況づけられたものとして記述するこ
とで［Scheper-Hughes 1990］、了解する道筋を示してきたのである。しかし、こうした研究
の限界は、「自己／他者」という明確な切り分けを前提としたために、調査者自身が、調査
地の人々とともに間主観的・間身体的世界を生きていたという事実への省察が、不十分にし
かなされていない点にある［菅原 2002］。その結果、「彼ら」の経験は論理的に解釈するこ
とはできても、直観的「わかる」ことは不可能だとする、相対主義的な理解に留まってきた。   
実際には、〈病〉や苦悩を前にしたときの身体的・情動的反応には、人に共通する身体経
験と、文化的な構築過程／政治経済的文脈との双方が、複雑に絡みあいながら表出している
と考えられる。このことは、申請者がスリランカの老人居住施設での研究を通じて考えてき
たことでもある。人の苦悩が露呈する看取りの臨床現場をフィールドとした申請者の研究
は、〈病〉や苦悩を前にしたときの身体的・情動的反応こそが、「彼ら」と地続きに存在する
「私」を浮かび上がらせると同時に、「私」の自然化された感覚を根本的に問い直す契機に
もなることを示すものであった。 

 
２．研究の目的 
 
情動や間身体性といった前言語的な領域への注目を背景に、ケア論が改めて見直されつつ
ある。なかでも、病を抱える他者に意図せずして巻き込まれ、思わず動き出してしまうとい
った間身体的な経験から、ケアの営みを照射するという方向性が打ち出されている。しかし、
情動や間身体性の領域と関わる経験が、行為者たちをとりまく環境や文脈といかに関わり
合うかという点は、まだ十分に検討されていない。 
本研究は、ケアにおける間身体性の経験が､行為者をとりまく環境世界によって如何に媒
介されているかを記述・分析するにあたり、方法論的な課題を検討した。とりわけ、ケアを
めぐる間身体性の経験を記述・分析するにあたり、研究者自身の感覚経験や感覚スキルをい
かに位置づけるかが問題であることから、近年興隆してきた「感覚（の）人類学」のこれま
での議論を振り返り、その成果を批判的・発展的に継承することを目指した。 

 
 
３．研究の方法 
 
これまで書き留めてきたフィールドノートの読み直しと、これを補完する現地調査をもと
に、民族誌的記述に関する方法論的な議論をおこなった。その際、類似の興味関心をもつ研
究者と議論を重ね、国内外での学会で発表・討議を行いながら、共通の課題や可能性につい
て検討した。 
 
４．研究成果 
 
非西洋社会を対象とする感覚に着目した民族誌的研究のなかには、そこでの感覚の在り方
を通して、視覚・聴覚（言語）中心主義の西洋近代社会の存在様態や近代科学の認識論を相
対化することを目的とするものが多くみられる。南アジアに関する研究でも、身体や感覚を
めぐる「インド的な視点」（“Indian perspectives”）をとりいれることで、感覚や知覚に関
する近代科学的な枠組みの再考をせまるという方向性が示されてきた［Michaels and Wolf 
2014: 7］。インド世界における知覚・感覚の在り方やそれらに付与される多様な意味は、主
に知覚・感覚をめぐる文献の読解や、儀礼や芸能などにかかわる人々の実践を通して考察さ
れてきた。このように感情（emotion）の人類学をめぐる議論［e.g. Lutz 1988］と同じく、
感覚（の）人類学においても、文化的／社会的構築性を強調する傾向は根強い。 
しかし本研究では、このようなアプローチにとどまらない記述を模索した。しばしばいわ
れるように、感覚そのものは目に見えず、それを調査の対象とすることは困難を極める。し



かし、民族誌というものはある特定の文脈に置かれた調査者とインフォーマントとのあい
だの、感覚をも含む相互作用・相互感化の過程においてつくられるテキストでもある。フィ
ールドにおいて、他者の感覚的な経験とダイナミクスは、単に視覚中心的・言語中心的な
（「西洋近代的」とされる）認知の在り方を相対化したり、あるいはそれと比較したりする
ためだけにではなく、ある歴史的・社会的状況を生きる当事者の生の断面で生じる広義の情
動体験を捉えるために記録されることがある。こうした性格をもつ記録データをもとに民
族誌を書く際、感覚への着目は、私たちの最も親密な体験の仕方の自明性を問うためだけで
なく、記述された出来事の了解可能性や「体験の共通性」［鯨岡 2005］を担保するための重
要な要素にもなりうるのではないか。 
一連の研究活動を通して「感覚（の）人類学」（anthropology of senses/sensory 

anthropology）における議論との関連性がより明確になったと同時に、感覚に注目した民族
誌的記述の意義について理解を深めることができたと考えている。感覚の人類学／感覚人
類学における主要な議論の一つは、研究者が感覚の文化的構築に重きをおくか、特定の感覚
／感覚スキルがアクターをとりまく環境との相互行為のなかで浮上するダイナミックな過
程に焦点をあてるかという点をめぐって展開してきた。両者は「文化」概念や感覚／知覚主
体としての人間観において激しく対立する。しかしスリランカの老人施設という近代的な
文脈で浮上しつつある新たなケアの関係性を理解するには、私たちの感覚的経験の柔軟性・
可変性と、そうした経験に形を与える文化的カテゴリーの働きの双方に目を配った記述が
必要である、ということが改めて明らかとなった。 
まず感覚は、他者やその経験に接続する／つながる媒体としての役割をもっている。私た
ちは言葉や意味世界で担保される間主観性の領域だけでなく、身体や感覚を介して直接的
につながる（つながってしまう、曝される）ような世界を生きている。次に、こうした経験
はありふれてはいるが、感覚がとりわけ記録・記述の対象となるのは、特に他者の生の断面
で生じる広義の情動体験、その場限りの一回生の体験を捉えたいという欲動が観察者の側
に生じるときである。第三に、その体験について分析的な言語で語ることは難しく、記述的
な言語が必要とされる。伝達においてはオーディオや写真など言葉以外の媒体を取り入れ
ることもできるが、文脈への深い理解いもとづく厚い記述の重要性は失われない。むしろ言
語は、用いられた言葉の一般的あるいは技術的意味以上の含意をもつことで、遭遇の肌触り
を伝達することが期待される。最後に、感覚を前景化させる記述の意義の一つは、他者の生
きられた経験について伝達可能で共有可能な理解を産出する点にある。感覚に着目する民
族誌は、人々の生活世界に関する客観的な叙述という性格をこえて、主体間あるいは主体内
の異なる経験や現実を橋渡したり、伝達するような可能性を秘めていると考えられる。 
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